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令和４年度白井市市民団体活動支援補助金の審査について 
 

１．補助対象となる事業 

補助対象となる事業は、次の要件をすべて満たすものとします。 

① 申請できる対象団体が実施する、市内で行われる公益活動 

② 令和４年４月１日から令和５年３月３１日の間に実施される事業 

※国、県、市等から他に補助金等の財政的な支援を受けている、又は受ける予定の事業は対象外。 

公益活動とは… 

 

 

 

＜申請事業の一例＞ 

 

 

 

 

 

 

単に自己の教養や趣味を深めることを目的とするものや、構成員相互の利益を目的としているもの、

親睦のみの活動は除外します。 

 

２．補助金の種類 
 

 

  

タイプ 活動促進型 活動発展型 

団体 

要件 

公益活動を行っている、又はこれから公

益活動を行おうとする市民団体 

１年以上継続して公益活動を行っている

市民団体 

対象 

事業 

公益性があり団体の活動を促進させる

事業 

公益性が高く地域課題の解決を目指し団

体の活動を発展させる事業 

補助 

金額 
７万円以内 ２５万円以内 

補助 

回数 
１団体１回のみ 

同一事業につき３回まで 

（５年間のうち） 

補助率 

の上限 
補助対象経費の９０％ 

１回目…補助対象経費の８０％ 

２・３回目…補助対象経費の５０％ 

補助 

期間 
令和４年４月から令和５年３月まで 

不特定かつ多数の市民の利益の増進に寄与することを目的として、自主的かつ自

発的に行う活動 

・子ども、子育て世代、高齢者、障がい者等への支援事業、交流事業、啓発事業 

・地域の防災力、防犯力、安全力を高める事業   ・地域のつながりを創出する事業      

・地域のコミュニティを活性化する事業      ・健康づくり、介護予防、スポーツを推進する事業

・環境保全や環境美化に関する事業        ・文化、芸術、音楽を推進する事業 

・地域の教育力を高める事業           ・社会教育を推進する事業 

・地域の特色や資源を生かし魅力や賑わいを創出する事業 

・まちづくりに関する事業            ・国際化や国際協力を推進する事業 等 

第１回市民活動推進委員会(審査会) 

令和４年５月１６日 
資料２ 
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３．審査の対象となる提出書類 

 

 提出書類 書式 

必須 

①白井市市民団体活動支援補助金応募申請書 

指定様式 
②事業計画書 

③収支予算計画書 

④団体概要書 

⑤見積書（印刷製本費・委託料・備品購入費のみ） 

任意様式 

⑥団体の定款・規約・会則のいずれか 

⑦会員名簿 

⑧前年度※の事業報告書（当該年度設立団体は事業計画書） 

⑨前年度※の収支決算書（当該年度設立団体は予算計画書） 

任意 
⑩補足資料 

会報や写真など活動内容がわかるものをＡ４サイズ5枚まで（両面可） 
任意様式 

 

 

４．審査方法 

白井市市民活動推進委員会による審査会にて補助金審査担当委員が審査を行います。 

＜構成メンバー＞  

学識経験を有する人（２人）、公共的団体などの代表者（２人）、公募市民（２人） 

＜審査方法＞ 

  書類審査とプレゼンテーション※を踏まえ、総合的に審査を行います。 

 

書類審査 
団体からの申請書類に基づき、書類審査を行い

ます。 

 

プレゼンテーション
団体より申請事業について説明（発表）を行い、

その後に補助金審査担当委員との質疑応答を行

います。 

 

プレゼンテーション終了後に審査会を開催し、補助金審査担当委員

が審査基準に基づき総合的に審査を行います。 

※審査会は審査を公正かつ円滑に行うため非公開とします。 

  ※プレゼンテーション審査について 

プレゼンテーション審査については、広く市民の皆様の参加を募り、公開形式で実施する予定で

したが、新型コロナウイルス感染のリスクを払拭できないことから、感染予防のため、当日は非公

開でのプレゼンテーション審査とします。 

５月１６日（月） 

５月２４日（火） 

５月２４日（火） 
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５．プレゼンテーション審査の内容 

 

市民活動団体が申請事業について発表し、その内容について質疑応答を行う補助金審

査を実施します。 

日程：令和４年５月２４日（火） 午後１時１５分～２時３０分 

    ※プレゼンテーション審査前に委員会を午後１時から開催します。 

場所：白井市役所東庁舎 １階 会議室１０１  

 

■プレゼンテーション審査の順番と時間帯 

順番 団体名 時間帯(予定) 

１ ステップ １時１５分～１時３０分 

２ 介護・認知症の家族と歩む会・白井 １時３０分～１時４５分 

３ しろいワクワクひろば １時４５分～２時００分 

４ 白井健康元気村 ２時００分～２時１５分 

５ 特定非営利活動法人 sketch倶楽部 ２時１５分～２時３０分 

申請団体控室：まちサポ 会議室１（発表開始時間帯の２０分前に入室） 

申請団体に職員がプレゼンテーション審査の流れを説明し、発表時間に職員が発表会場に案内 

 

事業の PR 
発表・実演など 
[発表時間：５分] 

[発表形式]…自由  [参加人数]…１団体につき３名以内 

[希望制]…パワーポイントによる発表、発表用資料の配布 

[審査の公平性]…発表が５分を越えた場合は途中であっても終了 

 

質疑応答  
[約７分] 

[質疑形式]…申請書類の記載内容や発表内容等について簡潔・明瞭に質疑

 

＜1 団体の１５分の時間内訳と流れ＞ 

発表前（2 分） 団体入室→【事務局】団体の紹介、説明 

発表（5 分） 
【事務局】 
時間告知：2分 30秒（紙）、4分（ベル1回）、4分 30秒（紙）、5分（ベル2回）

質疑（7 分） 
【委員長】進行   

【事務局】時間告知：3分（紙）、5分（ベル1回）、6分（紙）、7分（ベル2回）

発表後（1 分） 【事務局】説明（審査結果を６月中旬頃に通知）→団体退室 
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６．審査会の内容 

審査（非公開）  午後２時４０分～４時４５分  

（１）委員会全体での意見交換による審査（午後２時４０分～３時２０分） 

（２） 各委員による審査（審査用紙への最終記入）（午後３時２０分～３時３０分） 

 

審査は申請書類とプレゼンテーションの内容を総合的に下記の審査項目と採点区分によ

り点数化して行います。 

 
 

審査 
項目 

審査ポイント 
活動促進型 活動発展型

審査 配点 審査 配点

必要性 
白井市の社会状況を踏まえ、市民ニーズや地域課

題を捉えたものであるか。 
○ 5 ○ ５ 

公益性 
事業が多くの市民や広範囲な地域に利益として

還元されるか。 
○ １０ ○ １０

実現性 
事業が着実に実施できる方法、予算、スケジュー

ル、体制として事業計画が立案されているか。 
○ ５ ○ ５ 

自立性 
補助金だけに頼らず自己努力による財源確保に

努めているか。 
○ ５ ○ ５ 

自発性 
事業に取り組もうとする姿勢に熱意や意気込み

等の自発性が感じられるか。 
○ ５ ○ ５ 

事業効果 
事業実施により地域の課題解決に効果が見込め

るか。 
  ○ １０

合計点数 ５項目 ３０ ６項目 ４０

 
 

採点区分 
非常に 

優れている 
優れている

やや 

優れている

どちらとも 

いえない 

やや 

劣っている 
劣っている

点数 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点 

※公益性、事業効果の配点は、上記の採点区分から点数を２倍して求めます。 

 

＜休憩＞事務局にて各委員の審査を集計し一覧表を作成（午後３時３０分～４時）     

 

 

（３）最終審査による補助金採択団体の決定（午後４時～４時４５分） 

１）審査結果集計をもとに採択の可否を決定 

２）団体へのコメントの確認 

 

 

 

審査委員が申請団体の構成員になっている場合は、審査の公平性を期すため審査に加わらないこととします。 
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７．採択方法と基準 
 
 
 
 より多くの市民活動団体に本補助金を活用してもらうため、下記のような手順
で採択団体を決定します。 

 

 

 
採択基準点：活動促進型１５点 活動発展型２４点 

 

※別紙「審査の詳細手順」を参照  

① 活動促進型：3 団体  ② 活動発展型：3 団体 
平均点数の高い団体から交付していき、

上位３団体を採択。 

 平均点数の高い団体から交付していき、

上位３団体を採択。 

 

③合計審査 
①②で採択されなった団体のうち、得点率が高い団体から採択します。 

なお、順に採択していった結果、補助金残額が申請額を下回った場合、該当する団体に減

額での採択の是非を確認し、了解を得た場合は減額採択、それ以外は不採択とし、採択団

体を確定する。 
 

 

（４）今後の予定（午後４時４５分～４時５５分） 

 

  

１ 
審査委員が採点した合計点数の平均点を算出して、補助金のタイプ別に順位付

けを行います。 

２ 採点基準点未満の団体を採択候補団体から除きます。 

３ 採択基準点を満たしている団体で平均点数の高い団体から採択します。 

４ 審査委員会の審査結果を尊重し、市長が申請事業の採択・不採択を決定します。 

令和 4年度市民団体活動支援補助金予算額：９６万円 
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 審査の詳細手順 

 

 

※例：平均得点順位と申請額が下表の場合 

 
活動促進型：3 団体（30 点満点） 活動発展型：3 団体（40 点満点） 

１位団体Ａ(28点)：申請額７万円採択 

２位団体Ｂ(24点)：申請額７万円採択 

３位団体Ｃ(23点)：申請額７万円採択 

４位団体Ｄ(20点)：申請額５万円 

５位団体Ｅ(19点)：申請額６万円 

６位団体Ｆ(16点)：申請額６万円 

１位団体a(39点)：申請額２５万円採択 

２位団体b(30点)：申請額１０万円採択 

３位団体c(28点)：申請額２０万円採択 

４位団体d(25点)：申請額２０万円 

５位団体e(24点)：申請額１５万円 

Ａ、Ｂ、Ｃが採択（合計２１万円） a、b、cが採択（合計５５万円） 

 

合計審査：２０万円（補助金残額） 

１位団体Ｄ（得点率66.7％）：申請額５万円 全額採択 

２位団体Ｅ（得点率63.3％）：申請額６万円 全額採択 

３位団体ｄ（得点率62.5％）：申請額２０万円  

→残額９万円の交付で了承する場合 一部採択 

→交付を了承しない場合 不採択 

４位団体ｅ（得点率60.0％） 不採択 

５位団体Ｆ（得点率53.3％） 不採択 

 
 
 
 
 


